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講義で活用するための

利用方法や機能など分からない点があれば kulms@ml.kandai.jp にご連絡ください

第1回

 関大LMSあれこれ
「関大LMSあれこれ」今後の発行内容

これだけ見たらわかる！
関大LMSでできること

第 2 回以降は、 関大 LMS を利用されている先生方の講義
や演習をもとに、 関大 LMS による e ラーニングコンテンツ
の活用方法例を紹介します。

出席確認や教材配布に時間がかかる

学生に意見を求めても出てこない

学生の理解度の確認がとれない

アクティブ・ラーニングの実施の仕方がわからない

レポートや成績の一元管理が面倒

第2回 はじめてでも安心！　学生も使いやすい関大LMS

第3回
資料配布はエコで、出席管理は省エネで

第4回
時間外学習の小テストとレポート作成で講義の理解度を
深めよう

第5回

アンケートを利用して参加型授業を手軽に実現しよう第6回

授業時間外の学びを促進する会議室利用のすすめ第7回

効果的な成績管理を実現しよう

第8回
[番外編]

インストラクショナルデザインを活用して、授業設計をしよう！ 効率性UP 学習効果UP 積極性UP

こんなことに困っていませんか？
・紙による資料配布や出席管理が煩わしいと感じている先生方へ
   最も利用頻度が多い資料配布や出席確認の方法を紹介します

・これから関大LMSを利用しようと考えている先生方へ
   関大LMS利用の最初のポイントからサポート（Q&A）まで紹介します

・効果的なeラーニングを実施するため、授業設計の段階から考えます

・すべてを一元管理可能で、クラス間の調整も簡単に可能、コピペの簡易
   チェック機能も搭載されている、関大LMSの成績管理機能を紹介します

・アクティブ・ラーニングに挑戦したい先生方に向けて、会議室の実用例
   とその効果を紹介します

・アンケート機能を利用して授業中の双方向のコミュニケーションや
   授業後のアフターフォローを行う方法を紹介します

・学生の自主学習を促し、理解度を見ながら進める方法を紹介します
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関大LMSでできること

関大LMSを活用した際に想定される運用法

・様々な資料の公開
・一括での出席管理
・手軽に行えるメンバー管理

授業運営の生産性の向上

・Wikiなどによる調査結果や成果物の
共有

情報の収集・共有の効率化・出席やレポートなどの一元管理
・レポートの類似度チェック
・手軽な成績管理

成績管理の総合的なサポート

・公開資料による自主学習
・一問一答や小テストによる復習

効率のよい学習の実現

スマートフォン
対応

出席管理
手軽に出席が取れます。パスワード
を設定すると、代返も防ぐことができ
ます。スマホからのアクセスで、学生は
簡単に出席完了。

資料公開
様々なメディアの資料をすぐUPでき
ます。公開・⾮公開も簡単設定。スマ
ホからのアクセスで、学生はどこから
でも資料閲覧が可能。

アンケート
様々な形式のアンケートを作成可
能。回答結果は⾃動集計され、すぐに
結果を示せます。匿名・記名式もワン
クリック設定。

協働学習
（会議室）
掲示板、Wiki、チャットといった、協働
学習に必要な機能があります。調べ
学習の結果の共有や、グループ別掲
⽰板を作ってのグループ毎の活動⽀
援などに活躍。

メンバー管理・
成績管理
複数人の教員やTA・SAが関わる講
義のメンバー管理が簡単。成績の一
元管理はもちろんのこと、成績コンテ
ンツを使えば、エクセルを使うことな
く調整も可能。

テスト・レポート
様々な形式のテスト・レポートを簡単
に作れます。期限設定などの多くの
機能も搭載。類似レポート検索やレ
ポート返却も可能。

・アンケートによる対話
・ミニッツペーパーの実施

参加型授業の実現 大人数
講義

演習

アクティブ・
ラーニング

一斉講義

講義後

個別学習

・掲示板などによるグループ毎の活動
支援、発表・討論

グループ活動の活性化


